平成２２・２３年度内閣府地域社会雇用創造事業

～社会起業インキュベーション事業～
えがお大学院

社会起業家支援コース募集要項（第２次募集）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平成22年12月20日

特定非営利活動法人えがおつなげて
１　本事業の趣旨
地域社会における事業と雇用を加速的に創造するため、農山漁村活性化と雇用創造を目的とした起業プランを全国から公募します。書類選考及び個々のコンペティションにより選考された起業家を対象に、起業支援金及び起業家支援コンサルタント役のアドバイスによる支援を行います。　　　　　　　　　　　　
　　 　
２　起業支援金
平成２３年３月２６日から平成２３年１２月３１日までの期間を起業家支援の取り組み期間とし、コンペティションにより選考された３０名に対し１人当たり最大３００万円の支援を行います。

※個別の事業内容等に応じてこの範囲内で支援金額を決定します。

３　起業家支援体制
　　社会起業家支援対象者の選考を行うプロジェクト委員は、起業家に対し起業家支援コンサルタント役として起業化を支援します。
４　応募資格
　　年齢、性別は問いません。
５　選考方法
第１次選考は、プロジェクト委員会の書類審査により選考します。
第２次選考は、応募者のプレゼンテーションによるコンペティションをプロジェクト委員会が審査し、３０人を選考します。
６　選考基準
選考に際しては次の７項目を基準とします。

実現性
新規性
社会性
応募者の意欲
継続発展性
実績
応募者の人間性
なお、マルチ商法、風俗関係、あるいは宗教活動のダミーなど、公序良俗に反するものは排除します。
７　応募期限
平成２３年２月４日（金）午後５時までに必着

※持ち込み不可

８　応募方法
　（１）応募書類
　　　　当法人のホームページ上に掲載する次の５種類の様式とします。
様式１　事業概要書
様式２　事業計画書
様式３　事業実施工程書
様式４　収支計算書
様式５　経歴書

※記入例を参考にしてください。

※事業実施工程書内に起業予定を必ず入れてください。

（２）応募方法
当法人のえがお大学院公式ホームページから「様式１～５のデータ」をダウンロードし記載し、紙媒体（Ａ４版）として印刷したもの２部（正・副）を郵送により提出してください。
また、上記同様の書類（様式１～５）を、ホームページの応募フォームからお送りください。　http://daigakuin-incubation.npo-egao.net/
＜提出先＞
　　　　特定非営利活動法人えがおつなげて
　　　　東京事務所　〒１０１－００５４
　　　　　　　　　東京都千代田区神田錦町３－２　アネックス０５　７０２
　　　　　　　　　担当：斉藤・辻田　　　　　

Tel:03-5259-8516　Fax:020-4623-5692　Email:incubation@npo-egao.net　

　　　　　　　　　　　　
９　審査スケジュール及び採否の通知
　（１）第１次選考結果の通知
　　　　平成２３年３月１日（火）に郵送及び電子メールで通知します。
なお、第１次選考の合格者に対しては、第２次選考の実施日程、会場等を併せて通知いたしますが、実施日及びプレゼンテーション時間帯につきましては、当法人で決めさせていただきます。
（２）第２次選考の実施
　　　　①日　程　　平成２３年３月１１日（金）　午前１０時～午後５時３０分

                    平成２３年３月１２日（土）　午前１０時～午後５時３０分
　　　　　　　　　　平成２３年３月１３日（日）　午前１０時～午後５時３０分

　　　　②会　場　　千代田区神保町界隈を予定

　　　　　　　　　　　　　
　　　　③その他　　・会場までの交通費及び宿泊費につきましては、応募者の自己負担となります。
　　　　　　　　　　・１プランの審査時間は１５分間で、１０分間をプレゼンテーションとして、５分間を質疑応答として配分します。

（３）第２次選考結果の通知
平成２３年３月１６日（水）に郵送及び電子メールで通知します。　　　　　　　　 　
１０　事前スクリーニング及びキックオフ集会の実施
　　　最終的に選考された概ね３０人の起業支援対象者に対し事前研修会を行うとともに、全員によるプレゼンテーションを行い、起業支援対象者同士の啓発・交流を図ります。
　　日　時　　平成２３年３月２６日（土）
　　　会　場　　東京駅界隈を予定

　　※非公開です。

１１　その他注意事項
　（１）今回、当法人以外の法人も同じく平成２２・２３年度内閣府地域社会雇用創造事　

　　　業社会起業インキュベーション事業のプラン募集を行いますが、契約実績がある場

　　　合は応募することはできません。また、国又は地方自治体から補助を受ける場合も

　　　対象外となります。

　　　※重複して応募する場合は、2次選考時には申告いただきます。
（２）起業支援金を交付する場合、金融機関の起業家個人口座に振り込み、その後の出入金もその口座で管理していただくため、専用の口座を開設していただきます。
提出する様式２事業計画書及び様式３事業実施工程書に起業予定時期を明記するとともに、起業予定時期に起業を完了することが必須となります。「起業」とは、「法人を設立登記し、または個人事業者として税務署に対する開業の届け出を行うことなどにより、事業拠点を設置し、実質的に開始すること」とします。

様式4収支計算書の収入の部の自己資金は、起業支援金の１０％以上が必要です。また借入金がある場合は、借入先金融機関名、支店名が必要です。
起業プランが採択された起業家は、起業支援期間中の活動に対して活動記録（日報）を指定のブログに書き込みを行っていただきます。また、起業支援期間後の一定期間は、起業家支援コンサルタント役または当法人に対して、起業した事業の報告を行っていただきます。

起業支援期間後の成果報告会(平成２４年２月予定　※非公開）への出席は、必須となります。

１２　起業支援金

（１）支払方法
　　起業支援金の支出については、当法人が支出済であることを確認したうえで、支出済のものに対して、精算支払います。
　　ただし、特に必要があると認める場合には、定められた申請日の申請を経て、５０万円を上限として概算払いをすることができます。この場合、支出の費目は問いませんが、支出の内訳を提出していただきます。
　　（２）支援金の返金

　　　　起業家は、起業準備を中止・廃止した場合において、既に概算払金の支払いを受

けているときは、原則として支払いを受けた金額を当法人に返還しなければなり

ません。ただし起業支援期間内に再度起業化に向けて進行する見込みがある場合

には、起業支援金を返還させることはありません。

１３　起業支援金に係る対象経費
　　　採択されたプランの実施に必要な経費の対象要件は《別紙１》のとおりです。
１４　問い合わせ

      当法人えがお大学院公式ホームページの問い合わせフォームよりお問い合わせくだ

さい。

　　　特定非営利活動法人えがおつなげて
　　　東京事務所　〒１０１－００５４
　　　　　　　　　東京都千代田区神田錦町３－２　アネックス０５　７０２
　　　　　　　　　担当：斉藤・辻田　　　　　

Tel:03-5259-8516    Fax:020-4623-5692　　　Email:incubation@npo-egao.net
　受付時間：9:00～12:00 、13:00～18:00（月～金曜日）※土・日曜日・祝日を除く

《別紙１》　　【起業支援金に係る対象経費】
	区　　分
	　　経費の例示等

	人件費
	当該プランの実施に従事する者に支払われる直接人件費は、

全体事業費の２０％以内とする

	謝金
	当該プランの実施に必要な講師、アドバイザーなどへの謝礼

	旅費交通費
	当該プランに従事する者が事業の遂行のために必要な旅費

	備品費
	当該プランの実施に必要な取得価格が１０万円未満の器具備品等。１０万円以上のものを必要とする場合には、個別に相談するものとし、５０万円を上限とする

	消耗品費
	当該プランの実施に必要な軽易な看板、材料費、事務用品、作業

服などの消耗品の購入

	印刷製本費
	当該プランの実施に必要なパンフレット、ちらし、ポスター、
報告書などの印刷費

	通信運搬費
	当該プランの実施に必要な郵送料、資材等の輸送費
※電話代、パソコンの通信料については対象としない

	会場借料
	当該プランの実施に必要な貸会議室・会場利用料等

	委託費
	起業家本人が直接実施できない理由（専門性、効率性など）に
より、当該プランの実施に要するもの（分析委託、ＨＰ作成委
託、会場設営委託など）

	賃借料
	当該プランの実施に必要な家賃、機器、車両などのレンタル料、

リース料

	図書資料費
	当該プランに必要な図書、資料、専門誌等の購入、汎用的な書籍、

新聞、雑誌等は不可

	会議費
	当該プランの実施に必要な会議等のお茶代。１回１人300円まで

	その他の事業費
	当該プランの実施に必要な費用で上記の勘定科目に当てはまらな

い費用
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